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I . 緒 言

胆襲癌に併存する率の高い疾患として,胆 石症 ・胆

蒙腺腫 ・先天性胆道拡張症 ・膵管胆道合流異常などが

挙げられるが,最 近になリチフス保菌者の肝胆道系癌

併存例の報告が散見されるようになってきた。

今回,術 中採取胆汁の細菌培養においてパラチフス

A菌 陽性であった胆石併存胆襲癌の 14/11を経験した

ので,若 干の文献的考察を加えて報告する。

II.症   例

患者 :63歳,女 性.

既往歴 :18歳,肺 結核,38歳 ,ネ フローゼ症候群.

家族歴 。生活歴 :特記すべきことなし,

現病歴 :4年 前より年 1～ 2回 の頻度で心寓痛が出

現していた。痢痛発作であったが,発 熱や黄痘は伴わ

ず自然に軽快していた。今回精査を希望して来院し,

超音波検査で胆石症および胆襲腫瘍疑の診断で1984年

7月 24日当科に入院した,

現症 :貧血 ・黄疸なく,頸 部 ・胸部に異常所見はな

かった。腹部は平坦,軟で沢田G点 に圧痛を認めたが,

腫瘤・肝・陣ともに触知しなかった。腹水なく,Virchow

転移や Schnitzler転移も認めなかった。      ヽ

検査所見 !Carcinoembryonic antigen(CEA)が 27

ng/mlと 高値を示した以外に異常所見は認められな

かった (表1).
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腹部超音波 :内部に胆石と思われる2個 のstrong

echoを認めた。胆妻壁は不規貝Uに肥厚しており,と く

に肝床側は結節状に内腔に突出し周囲の肝は不均一な

低エヨー層を呈して胆襲癌の肝浸潤を疑った (図1).

Drip lnfusion Cholangiography(DIC):胆襲の描

出は不良で,結 石を含め詳細不明であった。総胆管は

直径12mmと 軽度拡張していた。

腹部 computed tomograp町 (CT):胆 襲壁の不規

則な肥厚を認め内腔は狭小化しており,内 部に2個の

胆石を認めた。胆薬周囲の肝は低吸収域となっている

が癌浸潤か炎症の波及かの鑑別は困難であった。肝転

移の所見はなかった (図2)。
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図 1 腹 部超音波.胆 裏内に結石像 (左)と 肝床側腫

瘤 (右)を 認める.

図 2 腹 部 CT.胆 嚢内にリング状の結石像と不規則

な壁肥厚を認める。胆裏周囲の肝にlow density

areaを認める。

手術所見 :開腹時,腹 水 ・腹膜播種は認められず術

中超音波でも肝転移の所見はなかった。肝門部 ・肝十

二指腸靭帯に リンパ節腫脹は認めなかった.胆 嚢は腫

大し,壁 肥厚著明だが肉眼的奨膜浸潤はなかった。胆

嚢摘出術に リンパ節郭清 (R2)と肝床切除術を加えた,

いわゆる拡大胆裏摘出術 (Glenn's Operation)を行っ

た。胆道癌取扱い規約
1)によれば,N(一 ),So,PO,

Ho,HinfO,BO,Stage I絶 対治癒切除であった。

病理所見 :胆嚢内にビリルビンカルシウム石 3個 を

認めた。胆嚢体部に結節性隆起 (45× 5 5cm)を 認め

周囲胆裏壁は線維性に肥厚 し肉眼的には結節浸潤型を

塁していた(図3).組 織学的には中分化腺癌に,角 化

パラチフスA菌 が胆汁中に検出された胆襲癌の 1例     日 消外会誌 20巻  10号

図 3 切 除標本,胆 嚢壁は全体的に肥厚し,胆 裏体部

肝床側を結節性隆起 (45×5 5cm)を 認めた。

や細胞間橋を伴 う扁平上皮癌の成分を有する腺扁平上

皮癌であった(図4).深達度は ssで肝床への浸潤はな

く(hinfo),12cへの リンパ節転移を認めた (nl(十)),

経過 :術中採取胆汁よりSalmonella Paratyphi A

が検出されたため直ちに隔離した。術後感染予防とし

て投与 していた抗生物質 (CFX)に 感受性が高 く,

Widal反応 (一),各 種培養 (一)で 排菌は認められず

パラチフスは治癒 したものと考えられた。術後経過良

好にて,20病 日目に退院した。術後 5カ 月で肝転移を

きたし,術 後11カ月で死亡 した。割検は行われなかっ

ブt,

III.考  察

本邦における腸チフス ・パラチフスは戦後激減 し,

最近では腸チフスが年間300人程度,パラチフスが年間

100人程度の発生をみている。これらは,海外において
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感染発症するものと国内での排菌性保菌者によると考

えられるものに大別されるが,後 者ではその大部分が

胆道系長期保菌者であるといわれている。

胆道系長期保菌者の大部分は結石を有してお り,有

石率は95.3%分,97.8%。 と報告されている.ま た唐木

ら3)の報告によれば,保 菌者92例中68例 (73.9%)は 明

らかなチフス性疾患の既往歴を持っておらず,大 部分

が発病者の家族,接 触者または調理業職従事者などの

検便により発見されているという。一方,胆 石症手術

時の胆汁細菌培養におけるチフス菌検出の頻度は低

く,中 野ら。によると1,176検体中 7例 (S,typhi 5,

S.paratyphi B 2)で0.59%の 害」合であった とい う。

ところで最近になり胆道系チフス保菌者と胆道系腫

瘍 (とくに胆嚢癌)と の併存例の報告が散見されるよ

うになってきたか。51-10。本邦では自験例を含めても14

例にすぎない.こ れらの多 くは臨床病理学的事項の記

載 も乏しく症例呈示にとどまっているため今回は集計

および検討には至らなかった。

文献的にみると,Weltonら のはチフス菌保菌者と肝

胆道系癌死亡例の頻度について言及しており,1,004例

の保菌者の追跡調査を行い肝胆道系癌死亡率は5.9%

で,コ ン トr― ル群の1.0%に 比べ有意に高い (p<

0.001)と述べている。また,同 論文中に引用されてい

るVogelsang,Beckら の報告で もそれぞれ8.5%,

6.1%と 高率であったという (表 2).

本邦における胆道系チフス保菌者 と胆襲癌の関係に

ついては,松 峯ゆと唐木らゆが言及してお り,東 京都立

墨東病院 (松峯)で は36例中 4例 (11.1%),東 京都立

表 2 チ フス菌保菌者と肝胆道系癌死亡例の頻度

報 告  者 年度 保菌書総数 保曽者死亡例 癌死亡例 肝胆道熟
癌死亡例

Voselsans

Bek

Welton6)

1 9 5 0

1 9 6 2

1 9 7 9

71 4 7

2 1 0

4 7 1

8
( 17%)

33
(15,7%)

102
1217%)

(85%)

13
(61%)

23
(5.9%)

表 3 胆 道系チフス保菌者と胆襲痛

報 告 者 年度 保薗者総敷 旭こ績合併例

松  率 3 )

唐  木 3 )

1 9 8 2

1 9 8 4

36
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豊島病院 (唐木ら)で は92例中 5例 (5.4%)の 頻度で

あったという(表3).胆 石症手術症例における胆嚢癌

の頻度は5.0%11)であり,胆道系チフス保菌状態は胆石

症 と同様,胆嚢癌における注意すべきrisk factorと言

えよう。

チフス菌保菌者 と胆襲癌の因果関係についてはいま

だ明らかではない。LowenfelsIりは胆道閉塞による胆

汁鬱滞 と細菌感染により胆汁酸組成の変化が生じcar‐

cinogenとなり癌が発生するとい う仮説をたてている

が,現 在のところ推論にすぎない1め～lP.松 峯ゆは非癌

例,担 癌例を含めたチフス保菌者摘出胆嚢の病理組織

学的検討を試みている。両者 ともに リンパ球,形 質細

胞浸潤や リンパ濾胞増生の著しい慢性胆嚢炎の所見を

呈すが,化 生性変化が強 く全体の40%に 腸上皮化生が

存在するとしてお り,腸 上皮化生を生 じやすいチフス

保菌者胆襲炎が胆豪癌発生にかかわる重要な要因では

ないかと推測している。

現在,胆道系チフス保菌者の治療 としては,有石例・

胆襲造影不良例に外科治療 (胆嚢摘出と化学療法)を

行い,胆 嚢造影に異常のない者や手術不能例が化学療

法の適応 とされている。有石例では silent stoneが多

いとされるが,結 石は排菌原であることが多いため確

実な結石除去を行 う必要がある。

唐木 らめによると,手 術療法または化学療法および

両者の併用により74例中70例 (94.6%)が 治癒 してい

る。結石部位別にみると,胆 嚢結石の治癒率は98.5%

であったが,胆 管結石を有すると62.5%と なり不良で

ある。 し たがって胆嚢摘出を原則 とし,胆 管に結石ま

たは拡張を有する症例には総胆管切開を行い,巧 結ヽ石

遺残の疑があれば乳頭形成を行 うべきであるとしてい

る。

I V . 結 語

胆石併存胆襲癌患者で,術 中採取胆汁の細菌培養で

パラチフスA菌 が検出された症例について報告 した。

胆道系長期チフス保菌状態は,チ フス菌感染による

化生変化の強い慢性胆嚢炎に加え,高 率の胆石併存 と

いう因子が加わってお り,胆 嚢癌の重要なrisk factor

と考えられるため積極的な検索 と外科治療が望ましい

と思われた。
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